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恒
例
の
「
高
台
夏
ま
つ
り
」
は
、
先
月
２
５
日

（
土
）
３
号
公
園
で
例
年
に
な
い
約
７
５
０
名

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
雨
に
泣
か

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
終
日
上
天
気
で
、
準

備
も
順
調
に
進
み
、
夜
に
は
上
弦
の
月
が
中
天

に
冴
え
わ
た
り
ま
し
た
。

四
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
迫
力
の
演
奏
で
始
ま
り
、

か
き
氷
・
焼
き
そ
ば
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
生
ビ

ー
ル
な
ど
の
模
擬
店
、
子
供
会
の
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
掬
い
・
駄
菓
子
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
で
酒
食
を
囲
ん
で
の
歓
談

の
輪
が
広
が
り
、大
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

会
館
で
は
お
地
蔵
さ
ん
が
あ
り
、
子
供
の
皆
さ

ん
が
聖
徳
寺
ご
住
職
の
講
話
に
聴
き
入
り
ま
し

た
。
夜
８
時
か
ら
抽
選
会
が
あ
り
、
５
人
に
一

人
の
「
そ
こ
そ
こ
」
当
た
る
抽
選
に
、
一
喜
一

憂
し
ま
し
た
。
１
等

牟
田
俊
彦
（
１
２
Ｂ
）、

２
等

今
村
房
治
、
上
村
弘
子
（
共
に
１
６
Ｂ
）

の
皆
さ
ん
で
し
た
。

翌
日
に
慰
労
会
と
反
省
会
が
行
わ
れ
、「
前
売
券

を
売
り
出
し
て
は
」「
歓
談
で
き
る
立
ち
テ
ー
ブ

ル
を
」「
前
に
ス
テ
ー
ジ
を
作
っ
て
は
」「
で
き

な
か
っ
た
バ
ザ
ー
を
さ
く
ら
祭
り
の
時
に
」
な

ど
の
建
設
的
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。↗

【
美
化
衛
生
】

❤

９
月
初
に
バ
ス
通
り
に
あ
る
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ

街
路
樹
の
通
行
の
邪
魔
に
な
る
下
枝
切
り
を
行

い
ま
し
た
。

❤

道
路
に
面
し
た
家
で
、
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
な

ど
の
垣
根
樹
が
大
き
く
歩
道
に
突
き
出
し
て
い

る
所
が
あ
り
ま
す
。
通
行
に
差
し
障
り
が
あ
る

と
の
苦
情
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
各
自
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

↙

今
年
は
準
備
段
階
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
コ
ン
パ
ネ
敷
き
や

草
刈
り
な
ど
の
重
労
働
を
率
先
し
て
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
福
祉
】

❤

社
会
福
祉
協
議
会
の
募
金
を
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
１
６
４
件
８
７
，
５
０
０
円
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
環
境
】

❤

高
台
５
号
公
園
下
に
あ
る
、
旧
汚
水
処
理
場
の

工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
来
年
３
月
ま
で
に
、

建
物
の
取
壊
し
整
地
、
ス
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ご
近
所
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ス
ポ
レ
ク
】

❤

引
き
続
き
１
０
月
７
日
（
日
）
の
第
５
０
回

市
民
大
運
動
会
の
参
加
選
手
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
先
日
お
配
り
し
た

「
高
台
だ
よ
り
」
市
民
大
運
動
会
特
集
号
、
ま

た
は
高
台
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
台
集
会
所
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日
１
０
時
か

ら
、
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
が
掃
除
し
て
い

ま
す
。
１
０
月
は
１
３
日
（
土
）
で
担
当
は
１

０
と
１
１
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
９
月
は
８
・
９
ブ
ロ
ッ
ク
が
担

当
し
１
２
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

【
広
報
】

❤

高
台
で
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
と
契

約
し
て
い
ま
す
。
そ
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
か
ら
ウ
イ
ル
ス

対
策
ツ
ー
ル
変
更
の
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
あ
る
手
順
に
従
っ
て
登
録
く

だ
さ
い
。
こ
の
作
業
を
し
な
い
で
い
る
と
、
１
１

月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
防
備
な
状
態
に
な

る
よ
う
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
地
蔵
盆
へ
お
供
え
と
夏
ま
つ
り
寄
付
金
を
い
た

だ
い
た
方
（
順
不
同
、
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
）

野
々
下
靖
子
、
桒
原
千
秋
、
中
島
正
裕
、
吉
田
欣

之
介
、
後
藤
国
彦
、
寺
田
ユ
キ
子
、
石
見
隆
、
山

内
静
雄
、
小
倉
佐
助
、
塩
見
英
一
、
中
道
康
隆
、

井
章
生
、
虎
頭
祐
正
、
畑
健
二
、
中
西
弘
治
、
原

田
誠
、
片
山
昭
、
木
村
百
合
子
、
川
瀬
裕
子
、
三

輪
正
夫
、
難
波
安
範
、
鈴
木
進
七
、
高
井
武
、
矢

野
貢
、
山
田
敏
厚
、
乾
忠
子
、
梶
晴
雄
、
谷
口
勝

彦
、
田
尻
元
治
郎
、
山
本
律
、
山
口
博
康
、
伊
藤

嘉
男
、
三
宅
正
枝
、
山
中
繁
、
林
栄
一
、
海
野
文

隆
、
大
前
良
一
、
中
原
修
、
村
上
京
子
、
村
中
和

之
、
小
畠
勵
、
伊
藤
麻
里
・
瑛
里
、
中
田
利
亨
、

中
井
英
治
、
三
原
重
徳
、
青
木
一
雄
、
西
河
千
恵

子
、
今
村
房
治
、
川
内
宏
雅
、
藤
井
隆
三
、
小
森

三
男
、
天
木
亮
太
、
諏
佐
忠
篤
、
三
田
村
智
富
、

北
尾
圴
、
藤
井
健
治
、
小
田
切
茂
彦
、
北
脇
敏
雄
、

紺
谷
修
一
、萬
秋
一
郎
…
…
以
上
６
０
名

総
額
は

お
賽
銭
も
入
れ
て

２
１
０
，
４
３
０
円
で
し
た

●
地
蔵
盆
へ
物
品
を
提
供
い
た
だ
い
た
方
（
同
）

頼
藤
勝
宏
、
湯
川
酒
店
、
森
田
邦
夫
、
田
尻
元

治
郎
…
…
以
上
４
名

１
０
Ｂ   

辻

昌
宏
（
木
犀
）
さ
ん

高
台
に
来
る
ま
で
兵
庫
県
猪

名
川
上
流
の
地
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
私
も
家
内
も
自
然

が
好
き
で
、
季
節
毎
に
変
る

山
や
田
畑
の
景
色
が
美
し
く
、
冬
は
結
構
寒
か

っ
た
の
で
す
が
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
私
と
家
内
の
実
家
か
ら
遠
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

昭
和
４
８
年
８
月
に
高
台
に
引
越
し
て
来
ま
し

た
。
こ
の
地
を
見
に
来
た
と
き
、
西
山
の
豊
か

な
自
然
に
囲
ま
れ
た
閑
静
な
景
観
が
気
に
入
り
、

す
ぐ
に
買
う
決
心
を
し
ま
し
た
。
当
時
の
地
名

は
、
金
ケ
原
乙
張
（
お
と
ば
り
）。
家
内
は
子
供

に
、
迷
子
に
な
っ
た
時
の
た
め
、
読
み
方
を
覚

え
さ
せ
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
難
し
い

こ
の
地
名
に
今
は
愛
着
が
あ
り
ま
す
。 

 

引
っ
越
し
て
か
ら
長
女
が
面
接
を
受
け
て
「
カ

ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
」
に
途
中
入
園
し
ま
し
た
。

通
園
バ
ス
は
な
く
母
親
達
が
交
代
で
子
供
た
ち

を
引
率
し
、
片
道
４
０
分
ほ
ど
の
道
を
毎
日
歩

い
て
往
復
。
親
も
子
も
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う

が
、
お
蔭
で
子
供
た
ち
は
体
も
心
も
随
分
鍛↗

↙

え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
山
が
好
き
で
、
時
々
は
家
族
で
天
王
山
な

ど
に
登
っ
て
い
ま
し
た
が
、
通
園
で
鍛
え
ら
れ

た
子
供
た
ち
の
体
力
と
脚
力
な
ら
、
十
分
ア
ル

プ
ス
に
も
登
れ
る
と
思
い
、
昭
和
５
０
年
家
族

４
人
で
立
山
連
峰
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
弥
陀
ヶ

原
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
翌
日
室
堂
か
ら
一
の
越

を
経
て
雄
山（
２
９
９
２
ｍ
）に
登
り
ま
し
た
。

一
面
の
残
雪
に
驚
い
た
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
す
。

長
女
６
歳
、
次
女
４
歳
の
夏
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
も
家
族
で
、
唐
松
岳
（
北
ア
ル
プ
ス
）、

富
士
山
、
八
ヶ
岳
、
出
羽
三
山
（
湯
殿
山
・
月

山
・
羽
黒
山
）
な
ど
に
登
り
ま
し
た
。

高
台
近
辺
に
は
た
く
さ
ん
古
い
神
社
、
仏
閣
、

御
陵
、
古
墳
な
ど
の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
氏
神

様
の
小
倉
神
社
に
は
毎
年
初
詣
に
参
拝
し
、
旅

行
や
登
山
の
前
に
も
、
必
ず
無
事
を
お
祈
り
に

行
き
ま
す
。
今
も
っ
て
大
き
な
災
難
に
出
会
っ

た
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
も
氏
神
様
の
お
蔭
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

山
紫
水
明
の
地
、
高
台
。
休
み
の
日
に
ベ
ラ
ン

ダ
に
出
て
周
り
の
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
、
ど

こ
か
の「
別
荘
地
」か
と
錯
覚
す
る
ほ
ど
で
す
。

豊
か
な
美
し
い
緑
と
豊
富
な
澄
ん
だ
水
、
穏
や

か
な
こ
の
地
に
住
め
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る

毎
日
で
す
。

高
台
の

三
号
公
園

夏
祭
り 
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さ
ん

●
「
市
民
大
運
動
会
」
の
お
弁
当
申
込
み

１
０
月
７
日
（
日
）
の
市
民
運
動
会
の
お
弁
当
の
申
込
み

を
受
付
け
ま
す
。
弁
当
と
お
茶
で
３
０
０
円
（
定
価
６
０

０
円
の
半
額
自
治
会
補
助
、
未
会
員
は
定
価
）。
９
月
２

８
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
申
込
書
に
現
金
を
添
え
て
、
２

丁
目
中
西
か
３
丁
目
梶
ま
で
（
雨
天
中
止
時
も
お
引
取
り

願
い
ま
す
）。
な
お
出
場
選
手
と
役
員
に
は
支
給
し
ま
す
。
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手をつなごう

高台自治会で

「竹林再生」のボランティア100 名を、長５小コ
ミュニティ協議会が募集しています。これは河陽が
丘西にある 1000 ㎡の休耕地を、来春に向けて、
全員で手入れするものです。竹伐採・土入れ・柵作
りなどで、1～２か月に1 回程度作業します。来春
には筍掘りを楽しみ、手入れしたことでできる大量
で良質の筍を皆んなで分けます。集団でする貸農園
ですが、参加は無料です。この活動を通じて、手入
れされていない竹林の再生も目指します。申し込み
は748‐9620 のコミュニティ事務局まで

「
市
民
大
運
動
会
」
お
弁
当
申
込
書
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３連動の南海大地震の具体的な被害予測が

出され発生が真実味を帯びてきた中、９月３
日府下の大規模な訓練が淀川河川公園で行
われました。高台からも３名が参加し、起振
車で京都での想定揺れ震度６強を体験し、ま
たわずか水深３０cmでも歩行が困難になる
水の怖さを身をもって知りました。これから

も大地震を想定した訓練が行われますが、是
非参加いただきたいと思います。
「災害は忘れても忘
れなくてもやってく
る」「そこまでやれば
憂いなし」


